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There are a lot of needs to detect the human movement. For example, there are watching the elderly and 
security in the room. This research aims to detect the human movement using digital terrestrial television 
broadcasting (DTTB) wave. This method does not make people to feel like being monitored. Also, this method 
does not make people to be exposed by further electromagnetic waves. Furthermore, unlike the thermopile 
sensor, it is not affected by ambient temperature. A Support Vector Machine was used for the detection 
mentioned above, and it could classify with the rate of over 80%. 












































































































社製の 8 素子の八木アンテナ(型番：UA8)を使用した．ア 
 
図 1 室内にヒトがいない時と室内にヒトがいる時 
の受信強度 
 
図 2 室内にヒトがいない時と室内にヒトがいる時 
の受信強度の比較 
 図 3 測定から解析までの構成 
 
 














成手順を図 4 に示す．スペクトラムアナライザーは 1 掃
引時間かけて，予め設定しておいた周波数範囲における
周波数毎の受信強度を，等間隔に 551 点取得する．数値
で表現された 551 点の受信強度を約 0.25 秒毎に連続 







































ージ図を図 6 に示す．図 6 で黒く囲まれた点のように，
分類境界を支えているような点をサポートベクトルとい
う．入力データーを とし，入力データーに付与するラ
ベルを y として，n 個の事例からなる訓練集合を
とする．未知の d 次元実数ベクトルをωとし，
バイアスと呼ばれるスカラー値を b として，分類境界で









図 6  SVM の正則化係数を変えた時の比較 
い未知の変数であるωと b を推定する． 
 (3.1) 


































は，ソフトマージンであり，線形 SV 分類と非線形 SV 分
類を活用してデーターの分類を行うこととした．その際， 
表 1 に示すように，線形カーネルと RBF カーネルの 2 種
類，誤分類の許容度を変化させるコストパラメータ C を
5 種類と，決定境界の複雑さに依存する RBF カーネルパ
























の値を表 2 に示す．東京スカイツリーの送信電力は 10kW
であり，八王子デジタル中継局の送信電力は 3W である．
両局とも水平偏波で送信されている．測定に使用した部










によるノイズを低減するため，VBW を 100kHz にして信号
を平滑化した．ヒトの移動が十分に検出できる掃引速度









状態“に対して作成時間 30 秒のスペクトログラムを 50
枚取得した．“ヒトが静止している状態“に対して，作
成時間 30 秒のスペクトログラムを 50 枚ずつ位置別に 2
ケース取得した．“ヒトが移動している状態“に対して，




態 2 種類，ヒトが移動している状態 1 種類で計 200 枚と
なった．学習とテストの際は，ヒトがいない状態 50 枚，
ヒトが静止している状態計 100 枚からランダムに選択し
た 50 枚，ヒトが移動している状態 50 枚の中から，ラン




















































GLCM の作成方法[17]を図 10 に示す．ある画素 i と，i
から離れた位置にある j の画素対を考え，画素 i と画素
j の相対的な位置＜画素間の距離，画素間の角度＞を決




各特徴量を使用して得られた検出確度を図 11，図 12 に
示す．識別確度の評価試行を 10 回行ったうち，最大値，









































間 4 秒のスペクトログラムを 50 枚取得した．“ヒトが静
止している状態“に対して，作成時間 4 秒のスペクトロ









図 10 GLCM の作成方法 
 
 
図 11 輝度ヒストグラム特徴量を使用時の識別確度 
 
 
図 12 テクスチャ特徴量を使用時の識別確度 
でアンテナから約 1.5m 離れた位置を，0.5m/s の速さで
3m の区間横方向に往復した時と，窓を閉めた状態でアン
テナから約 1.5m 離れた位置を，0.5m/s の速さで 3m の区
間横方向に往復した時の 2 種類の移動に対して，作成時









1.0m/s の速さで周回した時の計 3 種類の移動に対して，
作成時間 4 秒のスペクトログラムを 50 枚ずつ取得した．
前半 2 種類の横の往復移動に比べて，後半 3 種類の周回
移動は速い移動速度に設定した．以上作成したスペクト
ログラムは，図 13 に示すように，ヒトがいない状態 1
種類，ヒトが静止している状態 2 種類，ヒトが移動して
いる状態 5 種類で計 400 枚となった．学習とテストの際
は，ヒトがいない状態 50 枚，ヒトが静止している状態計
100 枚からランダムに選択した 50 枚，ヒトが移動してい











図 14から，スペクトラムアナライザーの VBWの値を 1kHz
と小さくして，信号を平滑化することで，ヒトの移動す
る位置や速度が変化しても，10 回の評価試行を行った平
均値で確認した時の識別確度は 8 割以上となった． 
 
 
図 13 データー取得時のヒトの移動パターン 
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